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５月２８日より全５回シリーズの「看護研究のすすめ
方」がはじまりました。昨年と同様に東北福祉大学の
富澤弥生先生に講義を頂き、第１回目と第２回目が大
好評で終了しました。看護研究について、とてもわかり
やすく、教えて頂き１時間３０分の講義があっという間

に過ぎてしまいました。次回は７月１６日（金曜日）「調
査研究の具体的な進め方と統計処理の実際」を
予定しております。聴講も可能ですので、多くの方の参
加をお待ちしております。

５月１０日～５月１４日新採用者研修「磁場体験、
シリンジポンプ・輸液ポンプ演習」を行いました。
放射技師・臨床工学技士の方よりご協力頂き、
MRIでは､検査時の注意事項のビデオ視聴の後に
検査室に入り磁場を体験しました。シリンジポンプ・輸
液ポンプでは、実際にポンプに触れ、電源の入れ方
から、滴下調整までを演習しました。

＜7月の研修＞

7月 6日（火） レベルⅠ取得者研修「論文の書き方」 17：30～ 臨床大講堂

7月6･7日（火・水）看護助手研修「医療安全について」 14：00～ 西13階

7月16日（金） レベルⅡ取得者研修「看護研究のすすめ方③」17：30～臨床小講堂

7月22･29日（木） 新採用者研修「糖尿病看護の基礎」17：30～ 第５会議室

7月24日（土） レベルⅠ取得者研修「ケースレポート発表会」午前 臨床大講堂

看護研究のすすめ方磁場体験
シリンジポンプ・輸液ポンプ演習

まだ現場でポンプに触れていな
い研修生もいた様で操作に悪戦
苦闘している姿がみえました。

ケースレポート（講義）

レベルⅠ取得者研修 ケースレポート(講義）が５月２９日に行
われました。 愛知県立大学看護学部小松万喜子先生にお
越し頂き、臨床大講堂で９４名の研修となりました。午前は看
護診断NANDA-Iについてとてもわかりやすく講義していただ
き、午後は､事前課題を基に、分析、仮診断、統合、問題の明
確化について学びました。何人かの研修生に自分の分析し
た内容をホワイトボードで発表してもらい、皆で事例の看護診

断を共有しました。７月２４日に
｢ケースレポート発表会｣が
あります。

【お知らせ】７月２日(金)講演会

看護の視点からみた
病院経営について

講師：門間典子
副看護部長

会場：臨床大講堂
時間：17：30～

病院経営と看護ってどう関
係があるの？と普段から疑
問に思っているあなた！

時間を調整して是非聞きに
来て下さい｡


